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別紙１−２      論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

1.研究概要 
カンボジアでは、稲作は耕地総⾯積の 75%以上を占め、⼈⼝の推定２割以

上がイネの⽣産・加⼯・市場に従事する。⽶は海外にも輸出でき、GDP の
成⻑にも⼤きく貢献する。申請者は、農家による化学的農薬の使⽤を減らし、
イネ穀物の安全性の担保および持続的な⽣産を促進するために、微⽣物を利
⽤したイネ病害⾍の防除に関する以下３つの研究を⾏なった。 
 
1)微⽣物農薬および耐性品種を⽤いたイネいもち病の防除 

カンボジアでは、イネいもち病の発⽣が多く収量低下の⼤きな⼀因となっ
ている。上市されている微⽣物農薬 Trichoderma 製剤を⽤いて、感受性品種
(IR504)での抑制効果を検討した。同時に positive control として最近開発さ
れたイネいもち病耐性品種(CAR14)の耐病性も調べるために、⽔⽥圃場での
病害防除試験を⾏なった。Trichoderma 製剤の処理において、感受性品種で
は無処理区に⽐べ、いもち病の発⽣率が有意に低下した。⼀⽅、耐性品種で
は、いもち病の発⽣率は低く、Trichoderma 製剤による有意な効果は認めら
れなかった。 
 
2)⽣物農薬 Beauveria 製剤およびオレンジオイルを⽤いたイネ⾍害の防除 
 カンボジアで上市されている微⽣物農薬 Beauveria 製剤および、植物抽出
製剤オレンジオイルを⽤いて、2 試験区で⾬季と乾季における⽔⽥圃場で害
⾍ 17 種、天敵類 15 種の個体群動態と⾍害程度を主なイネの発育段階での調
査を⾏いそれぞれの効果および⾍害抑制効果を明らかにした。これらの⽣物
製剤を処理した区では、慣⾏処理区に⽐べ害⾍密度の低下がみられたが、天
敵密度には影響がないことが明らかになった。多くの種を同時に調査すると
いう⼿法を⽤いることで、害⾍と天敵個体群密度の変化を的確に捉えること
ができ、それぞれの処理の効果を明らかにできた。特に Beauveria 製剤によ
る処理は、害⾍個体数を低下させ、天敵個体数にはほぼ影響を与えなかった。
天敵数を保持し害⾍個体数を抑制する⽣物的防除剤の使⽤は、カンボジアで
の総合的病⾍害管理⽅法(IPM)における新たな⼿段として提⾔できた。 
 
3)カンボジアでのイネいもち病の新規防除候補微⽣物の探索 

カンボジアでイネいもち病の防除微⽣物候補株の分離・同定を⽬指し、病
原菌の感染促進因⼦である 2ʼ-deoxyuridine(2DU)を分解する微⽣物の探索
を⾏った。イネの茎葉および根圏⼟壌を採取源として、2DU 分解微⽣物の
集積培養を⾏い、細菌を分離・同定した。その結果、イネ茎葉から
Burkholderia に属する分解菌が最も多く分離された。本研究に先⾏して分離
された⽇本の同属 2DU 分解菌は、イネいもち病の発病抑制効果を⽰したこ
とから、カンボジア由来の同属分解菌も、同病の発病抑制効果を持つ可能性
が⽰された。  
 
 
 



2.審査結果 
以上のことにより、CHOU Cheythyrith が提出した論⽂は、新規性、独⾃

性に優れ当該分野における学術的、応⽤的研究に⼤きく貢献するものと判断
し、合格と判定された。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 




